
血液内科

島崎 裕正
（しまさき・やすまさ）

　このたび、令和８年４月１日付で浜田医療セン
ター血液内科に赴任しました、島崎裕正（しまさき
　やすまさ）と申します。鳥取大学卒業後、島根大
学血液腫瘍内科に入局し、臨床経験を積んでまい
りました。

　新型コロナウイルス流行直前の2019年から３年
間、福岡県の久留米大学医学部病理学講座に国内
留学し、悪性リンパ腫の研究を従事しておりました。
その後、島根大学医学部附属病院に戻り、学位取得
に加え、病棟業務や学生・研修医の指導に携わって
まいりました。

　浜田医療センターでは、これまで血液内科の常勤
医が不在であり、週２回の非常勤医師により、血液
疾患に対する化学療法を含めた診療を行われてき
ました。今後も非常勤医師による週２回の診療は継
続し、大学との連携を図りながら診療体制の充実に
努めてまいります。

　これまで入院加療を希望される患者さんにつき
ましては、島根大学医学部附属病院や島根県立中
央病院など、遠方施設への紹介が必要となる状況
が続いておりました。今後は関連病院との連携しつ
つ、患者さんの希望に応じて、浜田医療センターで
入院加療が行える体制を整備してまいりたいと考

血液内科
医師紹介

えております。また、血液内科領域の急患対応につ
きましては、曜日にかかわらず対応可能な体制を構
築していきたいと思います。

　浜田医療センターのスタッフの皆さまとともに、
浜田圏域にお住まいの血液疾患患者さんが安心し
て治療を受けられる環境を整えていきたいと考えて
おります。何卒よろしくお願い申し上げます。

前立腺がん
～気づきにくいけれど、早期発見が大切です～

泌尿器科医　三谷  一貴

前立腺がんは男性に特有のがんで、年齢とともに増加します。
特に50歳以上の方では身近な病気の一つであり、日本でも患者数は年々増えています。
一方で、早期に発見できれば治療が可能ながんでもあり、定期的な検査が大切です。

がんの罹患数と死亡数（男性）

　前立腺がんは罹患数は1位と非常に多い一方で、死亡
数では上位に入っていません。これは進行が比較的ゆっ
くりなものが多く、早期に発見し適切な治療を行うこと
で、命に関わる可能性を下げられるためです。そのため、
「いかに早く見つけるか」がとても重要になります。

初期には症状がほとんどありません
　前立腺は膀胱の下にあり、尿道を取り囲む臓器です。
がんが進行すると尿の出にくさや頻尿などの症状が出
ることがありますが、初期の段階ではほとんど自覚症状
がありません。また、これらの症状は前立腺肥大症でも
よくみられるため、症状だけで前立腺がんを見分けるこ
とは困難です。

早期発見のためには検査が必要です
　前立腺がんの発見には、まずはPSA検査という血液
検査が広く用いられています。採血のみで簡単に行うこ
とができ、体への負担も少ない検査です。異常値を認め
た場合には、さらに詳しい検査を行い診断を進めていき
ます。自治体の検診や人間ドックで受けられることもあ
ります。

治療は一人ひとりに合わせて行います
　前立腺がんの治療には、手術や放射線治療、ホルモ
ン療法などがあります。がんの進行度や年齢、体の状
態などを総合的に判断し、最適な方法を選択します。また、
すぐに治療を行わず慎重に経過をみる「監視療法」が
適応となる場合もあり、患者さんごとに治療方針は異
なります。

気になる方はご相談を
　前立腺がんは「症状がないうちに見つけること」が重
要です。50歳を過ぎたら、一度はPSA検査を受けること
をおすすめします。「まだ大丈夫」と思わず、気になるこ
とがあればお気軽に泌尿器科へご相談ください。

【図1】前立腺の位置
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【図2】検査の流れ
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